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国際財務報告基準(IFRS)の任意適用について
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2018年12月期第1四半期より、従来の米国基準に替えて
国際財務報告基準(IFRS)を任意適用しています。
また、前年同四半期及び前連結会計年度の財務数値に
ついても、IFRSに組み替えて比較分析を行っております。
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2018年12月期第3四半期連結決算概要
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金額 ％

13,644 12,704 + 940 + 7.4

    国内 4,228 4,154 + 74 + 1.8
    海外 9,416 8,550 + 866 + 10.1

10.9% 11.7%

1,484 1,492 ▲ 8 ▲ 0.5
11.3% 12.7%

1,536 1,611 ▲ 75 ▲ 4.6
7.8% 8.5%

1,059 1,080 ▲ 21 ▲ 1.9

金額 ％

29,004 28,324 + 681 + 2.4

13,489 12,911 + 578 + 4.5

（億円）
増減

2018年12月期
3Q累計

2017年12月期
3Q累計

2018年12月期
3Q末

 税引前利益 *

2017年12月期末

 資産合計

 親会社の所有者に
 帰属する持分

 売上高

（億円）

 営業利益

  親会社の所有者に帰属する

 四半期利益

増減

為替の影響（+20億円）を除くと、機械海外は＋9％の増。海外売上全体は+10％の増

* IFRS第9号の適用により、2018年12月期以降は損益計算書に有価証券売却益が計上されませ
ん。なお、2017年12月期3Q累計には、有価証券売却益（+83億円）が計上されています。
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事業セグメント別売上高（前年同期比）
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農機は、大型化の進展とシェアアップにより増。
建機は、エンジン排ガス規制強化による前年の大型機シフトからの反動と
高水準な建設需要を背景に増。
エンジンは、良好な建産機需要を背景に大幅増

機械 +910億円（国内：+102 海外：+807）

水・環境 +28億円（国内：▲31 海外：+59）

日本

北米 小型トラクタは、良好な米国景気を背景に需要の拡大が継続し増。中型ト
ラクタも、需要回復とシェアアップにより増。
建機およびエンジンは、堅調に推移する建設需要に支えられ大幅増

欧州

アジア

小型トラクタや芝刈機は春季の低温や夏季の猛暑により低迷するも、中型
トラクタは増。
建機は、旺盛な工事需要が続くなか、南欧・東欧での需要拡大やシェア
アップにより大幅増。
エンジンは、良好な建産機需要を背景に増
タイのトラクタは、ジャスミン米やキャッサバの価格上昇等により増。
中国の農機は、請負業者間の競争激化による需要低迷等により大幅減。中
国の建機およびエンジンは、活況な都市インフラ工事等を背景に増
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営業利益

5

3.原材料 機械（買入部品・CD/CU）
水・環境（鉄スクラップ 他）

米ドル(112円→110円）
ユーロ(125円→131円）
他

▲20億円
+60億円
+10億円

+50億円1.為替変動

▲55億円
▲35億円 ▲90億円

5.人件費増減 売上原価
販管費

▲15億円
▲38億円 ▲53億円

4.ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ率変動 ▲67億円

6.特殊要因 +1億円
7.増販益 ＋320億円

北米▲51億円 中国▲13億円 他

2.為替差損益 ▲31億円

8.その他 ▲138億円

営業利益（▲8億円）の増減要因

金額 ％ 金額 ％ 金額 ％

営業利益 1,484 10.9 1,492 11.7 ▲ 8 ▲ 0.5

（億円）
2018年12月期
3Q累計

2017年12月期
3Q累計

増減

日本台風関連損失
米国ハリケーンに関連する支払保険金（前期）

▲10億円
+11億円
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事業セグメント別営業利益
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■特殊要因を除いた営業利益

実績 特殊要因
修正後
営業利益

実績 特殊要因
修正後
営業利益

① ② ③=①-②  ④ ⑤ ⑥=④-⑤ ①-④ ③-⑥

売上高 11,396 11,396 10,486 10,486 + 910 + 910
セグメント利益 1,581 ▲ 10 1,591 1,504 ▲ 11 1,515 + 77 + 76

利益率 13.9% 14.0% 14.3% 14.4% ▲0.5P ▲0.5P

売上高 2,030 2,030 2,002 2,002 + 28 + 28
セグメント利益 111 ▲ 0 112 166 -             166 ▲ 55 ▲ 54

利益率 5.5% 5.5% 8.3% 8.3% ▲2.8P ▲2.8P

売上高 219 219 216 216 + 3 + 3
セグメント利益 18 -             18 22 -             22 ▲ 4 ▲ 4

利益率 8.0% 8.0% 10.0% 10.0% ▲2.0P ▲2.0P

セグメント利益 ▲ 226 ▲ 0 ▲ 225 ▲ 200 -             ▲ 200 ▲ 26 ▲ 26
売上高 13,644 13,644 12,704 12,704 + 940 + 940

営業利益 1,484 ▲ 10 1,495 1,492 ▲ 11 1,503 ▲ 8 ▲ 8
利益率 10.9% 11.0% 11.7% 11.8% ▲0.9P ▲0.9P

（億円）

2017年12月期3Q累計 修正後
営業利益
増減

実績
営業利益
増減

計

全社/消去

その他

水・環境

機械

2018年12月期3Q累計
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2018年12月期 2017年12月期 2018年12月期

(予想) (実績) 金額 ％ (直近予想-8月)

18,300 17,510 + 790 + 4.5 18,200
　国内 5,740 5,638 + 102 + 1.8 5,860
　海外 12,560 11,872 + 688 + 5.8 12,340

11.1% 11.4% 11.2%

2,040 2,000 + 40 + 2.0 2,040
11.5% 12.2% 11.5%

2,100 2,140 ▲ 40 ▲ 1.9 2,100
7.9% 7.7% 8.0%

1,450 1,342 + 108 + 8.1 1,450

増減

    親会社の所有者に帰属する

   当期利益

   売上高

   営業利益

   税引前利益 *

（億円）

2018年12月期業績予想
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* IFRS第9号の適用により、2018年12月期以降は損益計算書に有価証券売却益が計上さ
れません。なお、2017年12月期（実績）には、有価証券売却益（+84億円）が計上さ
れています。
為替の影響(▲30億円）を除くと、機械海外は＋6％の増。海外売上全体は+6％の増
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営業利益予想
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営業利益（+40億円）の増減要因

3.原材料 機械（買入部品・CD/CU）
水・環境（鉄スクラップ 他）

米ドル(112円→110円）
ユーロ(127円→130円）
他

▲30億円
+60億円
+20億円

+50億円1.為替変動

▲80億円
▲50億円 ▲130億円

5.人件費増減 売上原価
販管費

▲15億円
▲45億円 ▲60億円

4.ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ率変動 ▲70億円

6.特殊要因 +7億円
7.増販益 ＋310億円

+7億円米国ハリケーンに関連する支払保険金（前期）

北米▲65億円 中国▲20億円 他

2.為替差損益 ▲25億円

金額 ％ 金額 ％ 金額 ％

営業利益 2,040 11.1 2,000 11.4 + 40 + 2.0

（億円）
2018年12月期

(予想)
2017年12月期

(実績)
増減

8.その他 ▲42億円
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事業セグメント別営業利益予想
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■特殊要因を除いた営業利益

予想 特殊要因
修正後
営業利益

実績 特殊要因
修正後
営業利益

① ② ③=①-②  ④ ⑤ ⑥=④-⑤ ①-④ ③-⑥

売上高 15,090 15,090 14,365 14,365 + 725 + 725
セグメント利益 2,110 -             2,110 2,007 ▲ 7 2,014 + 103 + 96

利益率 14.0% 14.0% 14.0% 14.0% +0.0P ▲0.0P

売上高 2,930 2,930 2,856 2,856 + 74 + 74
セグメント利益 220 -             220 244 -             244 ▲ 24 ▲ 24

利益率 7.5% 7.5% 8.5% 8.5% ▲1.0P ▲1.0P

売上高 280 280 289 289 ▲ 9 ▲ 9
セグメント利益 20 -             20 30 -             30 ▲ 10 ▲ 10

利益率 7.1% 7.1% 10.4% 10.4% ▲3.3P ▲3.3P

セグメント利益 ▲ 310 -             ▲ 310 ▲ 282 -             ▲ 282 ▲ 28 ▲ 28
売上高 18,300 18,300 17,510 17,510 + 790 + 790

営業利益 2,040 -             2,040 2,000 ▲ 7 2,007 + 40 + 33
利益率 11.1% 11.1% 11.4% 11.5% ▲0.3P ▲0.3P

（億円）

2017年12月期(実績) 修正後
営業利益
増減

予想
営業利益
増減

計

全社/消去

その他

水・環境

機械

2018年12月期(予想)
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為替レート
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2017年12月期

(想定) (実績) (実績)

円/米ドル 1Q(1～3月) - 108 114
2Q(4～6月) - 109 111
上期(1～6月) - 109 112
3Q(7～9月) - 111 111
4Q(10～12月) - - 113
下期(7～12月) 111 - 112
3Q累計(1～9月) - 110 112
年間(1～12月) 110 - 112

円/ユーロ 1Q(1～3月) - 133 121
2Q(4～6月) - 130 122
上期(1～6月) - 132 122
3Q(7～9月) - 130 130
4Q(10～12月) - - 133
下期(7～12月) 128 - 132
3Q累計(1～9月) - 131 125
年間(1～12月) 130 - 127

2018年12月期



参考資料
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IFRS適用による前期連結業績への影響

12,667 12,704 +37 

国内 4,187 国内 4,154 ▲33 進行基準に係る調整 ▲33

海外 8,480 海外 8,550 +70 インセンティブ引当金の調整 +70

11.4% 11.7%

1,445 1,492 +47 

12.4% 12.7%

1,569 1,611 +42 
8.3% 8.5%

1,053 1,080 +27 
当社株主に帰属する

四半期純利益

営業利益

親会社の所有者に帰属する

四半期利益

営業利益

法人所得税増 ▲13

米国基準 差異

売上高売上高

主な調整事項

2017年12月期 3Q累計

同上
但し、為替差損益の組替を除く

進行基準に係る調整 ▲12、
インセンティブ引当金の調整 +70、
開発費の資産化 +31、
退職給付費用の調整 ▲16、
賦課金に係る調整 ▲13、
営業費用の期間配分に係る調整 ▲21、
為替差損益の組替 +5

税引前四半期純利益

IFRS

税引前利益
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（億円）■IFRS適用による連結業績への影響-2017年12月期3Q累計の主な調整
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1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-6月 1-9月 1-12月
0-40馬力 ＋ 26.1% ＋ 7.1% ＋ 9.6% ＋ 14.0% ＋ 12.7% ＋ 11.7% ＋ 12.1%
40-120馬力 ▲ 0.7% ▲ 4.3% ▲ 10.6% ▲ 2.5% ▲ 2.9% ▲ 5.6% ▲ 4.9%
0-120馬力 ＋ 14.9% ＋ 3.5% ＋ 2.3% ＋ 7.4% ＋ 7.3% ＋ 5.6% ＋ 6.0%
0-40馬力 ＋ 13.7% ＋ 11.2% ▲ 1.7% ＋ 8.9% ＋ 12.0% ＋ 7.5% ＋ 7.8%
40-120馬力 ▲ 4.0% ▲ 1.4% ▲ 4.0% ＋ 2.4% ▲ 2.5% ▲ 3.0% ▲ 1.6%
0-120馬力 ＋ 7.3% ＋ 7.7% ▲ 2.4% ＋ 6.5% ＋ 7.5% ＋ 4.2% ＋ 4.7%
0-40馬力 ＋ 1.6% ＋ 11.6% ＋ 13.1% - ＋ 8.3% ＋ 9.7% -
40-120馬力 ▲ 2.1% ＋ 6.5% ▲ 0.1% - ＋ 3.0% ＋ 1.9% -
0-120馬力 ＋ 0.4% ＋ 10.3% ＋ 8.7% - ＋ 6.8% ＋ 7.4% -

1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-6月 1-9月 1-12月
＋ 27.6% ＋ 13.0% ＋ 8.9% ＋ 6.2% ＋ 18.4% ＋ 15.1% ＋ 12.7%
＋ 12.2% ＋ 12.4% ＋ 12.0% ＋ 19.4% ＋ 12.3% ＋ 12.2% ＋ 14.0%
＋ 5.9% ＋ 15.3% ＋ 14.1% - ＋ 11.6% ＋ 12.4% -2018年

2016年

2016年

2017年

2017年

2018年

参考指標（米国）
■トラクタ市場小売台数伸長率（前年同期比）

■0-8tバックホー市場小売台数伸長率（前年同期比）

出展：AEM（Association of Equipment Manufacturers)

出展：AEM（Association of Equipment Manufacturers)
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参考指標（米国、タイ）

■米国住宅着工件数（季節調整済・年率換算）

出展：米国国勢調査局（U.S. Census Bureau)
14

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600
(千件)

出典：米国農務省、タイ米輸出協会

■タイ米輸出価格推移 ドル/トン
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将来予測に関する免責事項

本資料で記述されている業績予想ならびに将来予測は、
現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想で
あり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。
そのため、様々な要因の変化により、実際の業績は
記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となる
可能性があることをご承知おきください。
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